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視
点
・
論
点
②

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
を
利
用
し
た
海
外
派
兵
拡
大
を
許
し
て
は
な
ら
な
い　
　
　
　
池
田
五
律

　

一
月
一
六
日
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
南
部
イ
ネ
メ
ス
近
郊
の
天
然
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
「
イ

ス
ラ
ム
武
装
勢
力
」
に
襲
撃
さ
れ
、「
日
揮
」
の
社
員
ら
が
人
質
と
な
る
事
件
が
発
生

し
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
軍
は
、
一
七
日
、
人
質
を
乗
せ
て
移
動
し
た
武
装
勢
力
の
車
両

を
空
爆
。
一
八
日
に
は
第
二
次
作
戦
を
開
始
し
、
一
九
日
の
最
終
攻
撃
で
プ
ラ
ン
ト
を

制
圧
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
一
〇
人
が
死
亡
し
た
。

　

こ
の
襲
撃
の
直
接
的
引
き
金
は
、
イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
な
ど
の
反
政
府
勢
力
を
駆
逐

す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
が
行
っ
た
マ
リ
介
入
で
あ
っ
た
。
人
質
事
件
は
、
マ
リ
か
ら
フ

ラ
ン
ス
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
、
人
質
事
件
発
生
と
共

に
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
で
も
、
パ
リ
市
中
を
武
装
警
察
官
が
警
戒
監
視
に
当
る
と
い
っ
た

戒
厳
態
勢
が
敷
か
れ
た
。

　

だ
が
、
事
件
の
背
景
に
は
、
も
っ
と
根
深
い
背
景
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
国
籍
資
本

に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
資
源
の
権
益
漁
り
で
あ
る
。
そ
の
問
題
性
を
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
歴
史
と
現
状
か
ら
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
独
立
し
た
の
は
一
九
六
二
年
。
以

後
、
独
立
運
動
の
中
心
を
担
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
解
放
戦
線
（
Ｆ
Ｌ
Ｎ
）
が
独
立
後
の

政
治
も
掌
握
し
、
一
九
九
〇
年
ま
で
一
党
独
裁
政
権
が
続
い
た
。
一
九
九
一
年
の
総
選

挙
で
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
台
頭
。
危
機
感
を
募
ら
せ
た
軍
部
が
権
力
を
掌
握
、
事
実
上
の

内
戦
状
態
に
突
入
。
一
方
、
一
九
九
四
年
に
初
の
複
数
候
補
に
よ
る
大
統
領
選
が
行
わ

れ
、
一
九
九
九
年
以
来
、
ブ
ー
テ
フ
リ
カ
大
統
領
が
権
力
を
掌
握
し
、
Ｆ
Ｌ
Ｎ
が
議
会

の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
だ
が
、
政
府
の
経
済
政
策
は
、
か
つ
て
の
Ｆ
Ｌ
Ｎ
政
権
の
社

会
主
義
的
政
策
と
は
真
逆
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
即
ち
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
指
導
を
受
け

入
れ
た
外
資
導
入
、
規
制
緩
和
・
民
営
化
政
策
だ
。
そ
れ
が
加
速
さ
れ
た
の
は
、
二
〇

〇
五
年
の
Ｅ
Ｕ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
連
合
協
定
の
発
効
以
降
で
あ
る
。
同
協
定
は
、
政
治

対
話
、
人
権
尊
重
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
司
法
・
内
務
、
貿
易
の
促
進
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
定
に
基

づ
き
、
一
二
年
間
の
移
行
期
間
を
経
て
自
由
貿
易
圏
を
段
階
的
に
構
築
）、
サ
ー
ビ
ス

市
場
の
自
由
化
、
経
済
・
社
会
・
文
化
面
で
の
協
力
を
目
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

新
自
由
主
義
的
政
策
と
対
テ
ロ
治
安
弾
圧
強
化
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
日
本
企
業
の
進
出
も
拡
大
し
て
い
る
。
日
本
の
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
進
出
企
業
数
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
時
点
で
伊
藤
忠
商
事
、
住
友
商
事
、
双
日
、
丸

紅
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
、
伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
、
商
船
三
井
、
日
揮
、
三
菱
重
工
、

コ
マ
ツ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
豊
美
（
ト
ヨ
タ
、
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
の
サ
ウ
ジ
資
本
日
本
企
業
）、

Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｌ
（
鹿
島
、
大
成
、
西
松
、
ハ
ザ
マ
、
伊
藤
忠
か
ら
な
る
企
業
連
合
）
の

一
四
社
。
在
留
邦
人
数
は
、
九
五
四
名
。
日
本
の
対
ア
フ
リ
カ
投
資
二
〇
〇
五
年
末
ま

で
一
〇
億
ド
ル
代
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
末
に
は
八
〇
億
ド
ル
に
増
え
て
い
る
（
日

本
貿
易
振
興
機
構
「
パ
リ
・
セ
ン
タ
ー
マ
グ
レ
ブ3

カ
国
の
経
済
・
貿
易
・
投
資
（
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
）」 

二
〇
一
一
年
三
月
）。

　

だ
が
、
外
国
資
本
の
進
出
は
増
大
し
た
も
の
の
、
石
油
輸
出
依
存
の
経
済
構
造
は
変

わ
ら
ず
、
生
活
水
準
も
向
上
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、「
欧
米
と
そ
の
傀
儡
政

権
に
よ
る
搾
取
」
と
い
う
認
識
が
現
実
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
状
況
が
存
在
す

る
（
渡
邊
祥
子
「
マ
グ
レ
ブ
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
と
そ
の
射
程
」、『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ン
ド
』
№
２
０
５
、二
〇
一
二
年
一
〇
月
参
照
）。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
の
人
質
事
件
の
総
括
は
、
邦
人
救
出
の
た
め
の
自
衛
隊
の
派

兵
拡
大
だ
。
現
に
、
武
器
使
用
基
準
の
緩
和
は
見
送
ら
れ
た
が
、
陸
上
輸
送
任
務
を
可

能
と
す
る
自
衛
隊
法
の
改
正
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
経
済
権
益
の
拡
大
は
、
そ
れ
を
担

保
す
る
派
兵
国
家
化
へ
の
道
に
通
じ
て
い
る
の
だ
。
ス
ー
ダ
ン
軍
と
共
に
自
衛
隊
が
制

圧
作
戦
を
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
質
は
助
か
っ
た
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
他

国
に
軍
事
介
入
し
、
自
国
に
戒
厳
態
勢
を
敷
く
国
家
を
望
む
の
か
。
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｏ
で

あ
る
。

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
戦
争
に
協
力
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
）




